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「音」で読み解く
防長の歴史

生活ノオト②

て旅行案内とすべし」 とあります。
「防長唱歌」 第１集は県立山口図書館、

第２集は当館が所蔵しています。 県内図
書館や個人宅で保存されているものもある
かもしれません（たとえば年光保秀 「郷土
歌 『防長唱歌･都濃郡の部』」 『徳山地
方郷土史研究』 7参照）。
「汽笛一声新橋を」 で知られる 「鉄道唱

歌」 が出来るのが明治33年5月。 明治
30 ～ 40年代、 各地でたくさんの地理教
育唱歌が作られました。 鉄道唱歌のほか、
郷土を歌った郷土唱歌や、 日本全体、 世
界･外国を歌った唱歌もありました。 「防長
唱歌」 は郷土唱歌と呼ばれるタイプのもの
です。 明治期の唱歌を集めた 『唱歌教材
目録（明治編）』（国立音楽大学編）に
も未収録のようです（参考：山口幸男 「明
治期における地理教育唱歌について」）。

【作詞者富田武一】
「防長唱歌」 の作詞者は、 徳山中学校

教諭富田武一、 作曲者は山口県師範学
校教諭大橋純二郎です。 第２集には都
濃郡戸田村立桜田高等小学校校長淺田
五一作曲の楽譜も掲載されています。

【防長唱歌】
『地理歴史防長唱歌』 は、 山口県内各

地の歴史、 地理を歌詞に取り入れた唱歌
です。 裏面にその一部を示していますが、
まず県全体の概要を歌詞にし、 続いて大
島郡、 玖珂郡、 熊毛郡･･････という順で
郡別に詞を作り、 各郡の様子を紹介してい
ます。 各地の地理（山･川･港･海岸など）、
寺社･駅･産業や産物、 重要な史跡、 地
域の歴史などが端的に、 かつリズミカルに歌
われているのです。
本書は、 県全体と大島･玖珂･熊毛･都

濃郡を扱う第１集が明治34年(1901）1
月、 佐波･吉敷･厚狭･美祢郡を扱う第2
集が明治36年1月に刊行されています（発
行は徳山町維新堂書店）。 豊浦･大津･
阿武各郡と下関市を扱う第３集は、 第2
集刊行時に 「近刊」 とされていますが、 実
際刊行されたかは不明です。
明治34年2月14日の 「防長新聞」 掲

載の 「防長唱歌」 の広告には、　「一唱の
中に知らす識らす防長の地理歴史を記臆
することを得べし、 以て唱歌教科書とすべく、
以て郷土地理歴史参考書とすべく、 又以

富田武一（『岩国高等学校九十年
史』より引用）

「防長唱歌」作詞者の富田武一
には以下のような著作物もあり
ます。
①「大日本歴史地図」／明治 28

年刊。
②「新撰假名遣捷径（しんせん

かなずかいしょうけい）」（近
藤 文 庫 196） ／ 明 治 29 年 12
月刊／仮名文字の使い方の解
説書。

③「瀧鶴臺先生及び其の家庭」（県
立山口図書館蔵）／大正 7 年
刊／山口県美祢郡教育会編。

地理歴史防長唱歌（明治34･36年）
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富田は、 明治28年8月、 山口中学校徳山分校に教
諭として赴任し、 同33年4月同校が徳山中学校となると、
大正5年（1916）11月まで同校に勤務しています。 徳
山中学離任後、 大正8年5月まで岩国高等女学校の校
長兼教諭、 そののち15年4月までは豊浦郡立豊浦高等
女学校（のち山口県立長府高等女学校）の校長兼教
諭を務めています。 岩国高女では運動会の開催や校旗･
校歌の制定、 豊浦高女でも校歌･校旗･校章の制定や
洋服の制服の採用など、 大きな業績を残した校長として
高く評価されています。 豊浦高女では精神教育･情操教
育の一環として小林一郎 「こころの力」（成蹊出版発行）
による指導を行い、 毎朝そのレコードを聴かせたといいます

（参考：『山口県立徳山高等学校百年史』 『岩国高等
学校九十年史』 『長府高等学校六十年史』）。
富田は豊浦高女退職後、 大正15年4月より東京で公

爵毛利家特別職員となり、 両公伝編纂事業（幕末維
新期の毛利家当主敬親･元徳の伝記編纂事業）に従事

し、 伝記執筆を担当しましたが（毛利家文庫19日記64
「記録課日記」）、 昭和7年に亡くなっています。
富田は、 徳山中学では国語･漢文･作文･修身などを担

当する教諭でしたが、歴史地理に関する著作（コラム参照）
もあり、 晩年には両公伝編纂に関わるなど、 歴史や地理
にも深い知識をもった人物でした。 若い頃、 近藤清石に
就いて国学 ・ 歌道を修め、 一時東京の国学院でも学ん
でいます。 また、 岩国･豊浦両高女で校歌制定に尽力し
たように、 学校教育における音楽の重要性も強く認識して
いた人だったかもしれません。
作曲者の大橋純二郎は、 京都出身、 明治32年2月

～ 33年12月、 県師範学校の助教諭を務めた音楽教師
です。 同29年8月、 県師範学校に東京音楽学校卒の
元橋義敦が初の音楽専門家として赴任しました。 この元
橋の後に赴任したのが大橋でした。 のち、 静岡県師範学
校に転任しています（参考：梶田清七 『山口発信　唱
歌の航跡』）。
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